
 

 

 

 

 

 

 

 

 フェライト（α－Ｆｅ）の方位をＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

 

 極点測定にＭｏ管球の使用のためか、測定Ｅｒｒｏｒを伴っているが、 

 アルミニウム、銅の解析同様、ＦｅでもＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ手順で 

 Ｆｅの結晶方位の定量が可能です。 

 

 

 本資料掲載のＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（１．５）ソフトウエアは 

 ＣＴＲソフトウエアを現在お使い場合、２０１９年９月１１日掲載の NewPoleFigureChekerで 

 動作環境を調べ、動作可能でしたら、サイトからソフトウエアを downloadしてください。 

 動作できない場合、ご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月３０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

  

 

 

 

 

 

 



概要 

 測定してあったα－Ｆｅの極点図解析を新しい手法で確認する。 

   極点図はホームセンターで販売されていた板状のＦｅで測定するとフェライトであった。 

   リガクＲＩＮＴ２０００のＭｏ管球で測定されている。 

 

測定データ 

  

 

処理 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで極点処理 

  Ｄｅｆｏｃｕｓは計算ｄｅｆｏｃｕｓで処理 

 ＬａｂｏＴｅｘでＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算する。 

 

Ｅｒｒｏｒは 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアでＲｐ％プロファイルで評価し１．５％以内を目標とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点処理 

  

ｄｅｆｏｃｕｓなし    計算ｄｅｆｏｃｕｓ 

  

計算ｄｅｆｏｃｕｓ＋再ｄｅｆｏｃｕｓ  計算ｄｅｆｏｃｕｓ＋再ｄｅｆｏｃｕｓ＋平滑化 

   

 測定データにＥｒｒｏｒが含まれているため平滑化を行った。 



処理結果極点図（ＬａｂｏＴｅｘ入力極点図） 

  

 

 

ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ解析 

  

 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＥｒｒｏｒ評価 

 

 



 極点処理時指摘した測定データのＥｒｒｏｒが検出される。 

 

４：２：１を加味した方位プロファイルから上位のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算を行う。 

 

 



VolumeFraction結果 

 

φ１方向の広がりが大きく計算される。 

       VF%で計算された ODF図 

 

 

 VF%から計算された ODF図から再々計算極点図と再計算極点図からＲｐ％を計算し、 

 VolumeFraction結果の評価を行う。 

 

 

 

 

 



Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内に収まっています。 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

入力極点図から計算したＯＤＦ図とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎから計算したＯＤＦ図の 



方位プロファイル比較（ＯＤＦ図の密度比較） 

 

 FE-ODF:入力極点図から解析された ODF図 FE-ODF-VF:VolumeFractionから計算された ODF図 

 

 方位の量は、方位の広がりによっても異なるので、密度比較だけでは比較できないが 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎメンバー指定しなかった方位はバックグランド（ｒａｎｄｏｍ）と

 して評価されています。 

 例えば、｛００１｝＜１００＞ではｒａｎｄｏｍより多く存在しているが 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのメンバーとして指定出来ていないので、ｒａｎｄｏｍｎ評価されてい 

ます。 

 又、ＶＦのｒａｎｄｏｍレベルが入力極点図から計算したＯＤＦ図より高いのは、 

    指定したメンバーが実際に存在する方位数より少ないためです。 

 


